
モシリナァスコーレ設立準備会発足のための説明会 

２０２２.５.２０･２１･２２＠札幌エルプラザ 

学校法人雙星舎の学校観 

授業を中核とした学校文化の創造 

生徒・教員・教材の３者で作る 

「思索と表現と交流」の場 

 

教室…屋内、屋外のリビング兼客間 

生徒定員…１４名以内 

生徒構成…単式と複式学級 

(３学年) 

教材…主に教員が招く諸々のゲスト 

    その一つにアイヌのことば   

と歴史など 

※知識や技術は思索と表現のための手

段、思索や表現は知識や技術を求める 

その場に参加してはじめて手に入れ

ることのできる知的芸術的体験の場 

 

巧まざる表現の舞台としての学校 

      (固有名詞の人間関係) 

体験の表現  

・自己評価ノート(前・後期) 

・まにまに祭(前期学習発表会など) 

・うりづん庭(後期学習発表会など) 

・朗読会と朗読バトル 

・オリジナルミュージカルの上演 

(５年に１回)など 

個の尊重と協働の調和 

 

人間観、社会観などを作る礎としての学び 

(社会的価値に交換できる学びとは別の 

人の立ち姿となって現れる学び) 

 

｢学力は文章力｣ 

音読と推敲(知性を深め感性を磨く時間) 

自分と他者、或いは森羅万象を映す鏡としての文章 

 

｢あの時かも知れない｣(中等部の卒業文) 

｢文章による自画像｣(夜間中学校と高等部の卒業文) 

自由と自立と平和 

(人として生きるための柱となる価値) 

 

学びましょう。愛するために学びましょう。 

(卒業生一人一人に校長が贈る辞の結びのことば) 


